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はじめに  

 

北広島市は、昭和４５年（１９７０年）に最初の総合計画を策定して以来、広島町

新長期総合計画をはじめとする 4 次にわたる計画を策定し、総合的、計画的なまちづ

くりを進めてきました。平成２３年度（２０１１年度）からは、平成３２年度（２０

２０年度）までを計画期間とする「北広島市総合計画（第 5 次）」により、「自然と

創造の調和した豊かな都市」をまちづくりのテーマとし、１０年間の計画期間におい

て「希望」「成長」「交流」の三つのめざす都市像を設定しています。また計画は、

めざす都市像を実現するために、基本計画として各分野で実施する施策を体系的に示

したものであり、その中間年度の平成２７年度に社会情勢や時代の要請、国・道の動

向など、教育を取り巻く環境の変化を踏まえ、市総合計画との整合性を図りながら、

後半 5 年間の教育計画を見直したところです。 

平成３１年度においても、見直した教育基本計画に基づき、基本計画の学校教育分

野における後期 5 年間の指針及び基本計画と政策とをつなぐ役割を担うものとして

「学校教育の推進方針」を策定しています。 

小・中学校では、平成２９年３月に新学習指導要領が告示されました。各学校では

「生きる力」を育むという理念のもと、新しい時代に求められる資質・能力を子ども

たちに育む「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、「主体的・対話的で深い学

び」の視点に立った授業改善を推進することが求められています。 

平成３１年度は、この新学習指導要領完全実施への対応と、導入１年を終え、大き

な成果を上げた「小中一貫教育」を、さらに前進させる年度となります。 

本市が取り組む「小中一貫教育」が大切にしているのは、発達段階ごとの課題に対

応しながら、系統性のある連続した学びを展開する「縦のつながり」と学校教育を学

校内に閉じることなく、目指す子どもの姿を家庭や地域と共有・連携しながら、地域

に根差した学校教育を展開する「横のつながり」です。この「縦」「横」双方からの

教育実践により、郷土北広島に誇りを持ち、「大志をいだき 心豊かに たくましく

生きる子ども」を育んできました。 

新しい学校教育の推進方針は、この「小中一貫教育」のよさをより深化・進化させ

各中学校区の取組の質を高めながら、子どもたちの確かな学びを保障し、子どもたち

が未来を切り拓いていくための力を育むことを目指します。 
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第 1章 北広島市教育基本計画 
 

１ 北広島のまちづくり・人づくり 
 

北広島市教育委員会は、平成 32 年度までを計画期間とする「北広島市総合計画 

（第 5 次）」における基本目標「人と文化を育むまち」に基づき、これまでの基本 

理念や基本姿勢を踏まえ、北広島市の教育についての基本的な方向を示し着実に推進

するための個別・具体の施策について体系的に整理し、本市がめざす教育の推進を目

的とする「北広島市教育基本計画（2011～2020）」（以下、「教育基本計画」と

いう）を策定しました。 

この教育基本計画においては、本市が進める「まちづくり」にふさわしい「人づく

り」に重点を置き、教育施策を推進するものであることから、このまちにゆかりのあ

る先人の精神や行動から導き出された人間像として、「希望都市」にはＷ．Ｓ．クラ

ーク博士による「希望を懐く」、「交流都市」には和田郁次郎翁による「交流に励

む」、「成長都市」には中山久蔵翁による「成長に挑む」を象徴的に掲げたものであ

ります。 

この人間像、人づくりの精神の実現に向け、計画における８つの施策と２４の施策

を展開するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人と文化を育む８つの政策と２４の施策 
 

 

 
  

新
た
な
時
代
を
担
う 

 
 

 
 

都
市
像
・人
間
像 

 

希望都市 
「懐く」 

（情熱・使命感・専門性） 

先人⇒Ｗ．Ｓ．クラーク 

 
交流都市 
「励む」 

（調和・協調・刻苦勉励） 

先人⇒和田郁次郎 

 
成長都市 
「挑む」 
（自律・意識改革） 

先人⇒中山久蔵 

－２－ 



 

 

２ 北広島市にゆかりのある 3人の先人の精神を礎として 

～懐く・励む・挑む～ 
    

「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」は、北広島市開拓期にゆかりのある 

偉大な先人、Ｗ．Ｓ．クラーク博士、和田郁次郎翁、中山久蔵翁の 3 人が伝え

る「懐く」「励む」「挑む」の精神を人材育成のキーワードとして「これから 

の人づくり」の視点としています。 

 

  「懐く」 

１８７７年、北広島市島松沢で米国への帰国に際して、Ｗ．Ｓ．クラーク博士 

は当時の教え子たちに「青年よ 大志を懐け」の名言を残しています。彼は当時

の学生たちに情熱・使命感・高い専門性をもち、新しい時代を切り開くよう伝え

続け、「希望を懐く」人づくりに努めました。 

彼の志を受け継ぎ、北広島市第 5 次総合計画（2011～2020）に示されて 

いる「希望都市」の実現に向け、「懐く」を掲げています。 

     

  「励む」 

１８８４年、広島県人により北広島の開拓の歩みが始まりました。そのリーダ

ーとして苦難の道を歩みながら努力を続けたのが和田郁次郎翁です。たゆまぬ 

努力でまちと人を動かし続けた彼は、調和・協調・刻苦勉励の「交流に励む

人」そのものでした。 

人との交流がまちづくり・人づくりに欠かせない視点であることから、北広 

島市第 5 次総合計画（2011～2020）に示されている「交流都市」の実現に 

向け、「励む」を掲げています。 

 

「挑む」 

    １８７１年、現在の島松沢に入植した中山久蔵翁は、当時は不可能とされて 

いた道南以北での稲作に挑みました。彼は、幾多の苦労の末、2 年後に米を収 

穫し、開拓に当たっていた人々に種もみを無償で配布し、本道の稲作の端緒を 

開きました。 

「寒地稲作の父」と言われる彼は、自律・意識改革・行動の「成長に挑む人」 

であり、北広島市第 5 次総合計画（2011～2020）に示されている「成長都

市」の実現に向け、「挑む」を掲げています。 
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北広島市教育基本計画（2011～2020）の体系 
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テーマ 

８つの政策 ２４の施策 
新たな時代を 

担う人間像 1  幼児教育の振興・充実 

2 豊かな心を育む教育の充実 

3  確かな学力を育てる教育の充実 

4 健やかな体を育てる教育の充実 

5 ＩＣＴの活用による教育の充実 

6 特別支援教育の充実 

7 社会の変化や課題に対応した教育の推進 

8 開かれた学校づくりの推進 

9 教育環境の整備 

10 家庭の教育力向上への支援内容の充実 

11 教育相談体制の充実 

12 地域が支える健全育成活動の充実 

13 市民の学習活動への支援の充実 

14 地域や世代を見据えた学習機会の充実 

15 施設の充実による学習環境の整備 

16 エコミュージアム構想の展開 

17 文化財の保存と活用 

18 図書館サービスの充実 

19 子どもの読書活動推進 

20 個性豊かな地域文化の振興 

21 市民等との連携による芸術文化活動の展開  

22 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進 

「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」 

t 

23 競技スポーツの振興 

24 スポーツ施設の整備と運営 

「生きる力」
を育む学校教
育の推進 

信頼され、魅
力ある学校づ
くりの推進 

やさしく支え
あう教育連携
の推進 

学びあい、教
えあう社会教
育の推進 

郷土愛を育む
教育活動の推
進 

生涯にわたる
読書活動の推
進 

芸術文化活動
の振興 

健康づくりと
スポーツ活動
の推進 

希望を懐く人 

交流に励む人 

成長に挑む人 

 

－４－ 

政策３ 

政策４ 

政策５ 

政策７ 

政策８ 

政策２ 

政策６ 



 

 

第２章 学校教育の推進方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 



 

 

１ 北広島市の教育理念 
    

   「すぐれた知性と豊かな心とたくましい身体をもって、自然と創造の調和を図

り、進展する郷土社会へ貢献する。」 

                  昭和 44 年 8 月制定 昭和 60 年 3 月改訂 

 

    ふるさと北広島の発展と振興に貢献する人材の育成を北広島市における教育

の根本的な考え方として、すぐれた知性、豊かな心、たくましい身体をもち、

自然との調和を図りながら、進展し続けるふるさと北広島に貢献する人材を育

てることをめざしています。 

 

２ 北広島市の教育目標 
    

  （１）北広島市民としての誇りと自覚を持つ人 

  （２）協力して豊かなまちづくりに努める人 

  （３）文化を高める生活の合理化をめざす人 

  （４）健康な身体と豊かな心情や知性を持つ人 

  （５）勤労を尊び生産を高める人 

                            昭和 44 年 8 月制定 

 

   北広島市における教育の目標を示しています。 

 

３ 北広島市の学校教育目標 
    

  （１）自主性を高め協力して豊かな郷土を築いていける人を育てる 

  （２）思考力を深め科学的で合理的な生活をめざす人を育てる 

  （３）情操を深め文化の創造につくす人を育てる 

  （４）健康な心身を培い社会の進展に貢献する人を育てる 

  （５）勤労の尊さを知り生産を高める実践的な人を育てる 

                            昭和 44 年 8 月制定 

 

   北広島市における学校教育の目標を示しています。 
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４ めざす子ども像 
 
『大志をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども』 

          ～賢く 優しく たくましく～ 

 

３人の先人の足跡が北広島市の人づくりの基幹をなしています。先人の「希望 

を懐く 交流に励む 成長に挑む」という志を体現できる子どもを育むことを目指

しています。 

これらの先人の志を踏まえて、北広島市で学ぶ児童生徒のめざす子ども像を、 

「大志をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども」（副題「賢く 優しく  

たくましく」）と掲げました。 

   北広島市の子どもたちが夢や目標に向かって、「意欲的に学習に向かい、基礎

的な知識・技能を活用して、様々な課題を解決する力」（大志をいだき）を身に

つけ、「他人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や美しいものに感動

する心、正義や公正さを重んじる心」（心豊かに）を育み、「困難に立ち向かう 

たくましく健康な心と体」（たくましく）を持ち、力強く未来を生きていく子ど

もの育成をめざしたいと考えています。    

   以上述べた内容を踏まえ、各中学校区では校区の子どもたちの実態をもとに、

めざす子ども像を整理し、共有化を図っていくことが求められます。 

 

５ 学校教育推進政策 
 
□ 「生きる力」を育む学校教育の推進 （政策１） 

    

変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちに身につけさせたい「確かな 

学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の３つの要素からなる「生きる力」を育 

むことは学校教育の重要な使命の一つです。 

   児童生徒が望ましい学力を身につけるためには、基礎・基本的な知識・技能、

課題を解決するための思考力・判断力・表現力、主体的な学習態度を育成するこ

とが大切です。学校では、学習指導の向上・充実に取り組むとともに、学習習慣

及び生活習慣を確立し、「確かな学力」の定着に取り組みます。 

   また児童生徒が将来にわたり、人としてよりよく生きていくためには、自己有

用感を高め、自らの生き方を考え実践できる力を身につけることが大切です。学

校では、道徳教育の充実をはじめ、全教育活動において「豊かな心」を育む教育

の推進に取り組みます。 

   児童生徒が健やかに成長していくためには、自らが基本的な生活習慣を身につ

け、心身ともに健康に生活できる能力を高めることが大切です。学校では、運動

を通じて体力を養うとともに、望ましい食習慣など健康的な生活習慣を確立し、

「健やかな体」の育成に取り組みます。 

さらに「生きる力」の育成を支える取組として、キャリア教育、特別支援教育、

ＩＣＴの活用、幼児教育等の一層の充実を図ります。 

－７－ 



 

 

□ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 （政策２） 
    

地域に開かれ信頼される学校を実現するため、子どもを中心にすえ、保護者や 

地域の方々の声を活かした学校経営を進めるとともに、家庭、地域と連携した取 

組を推進することが大切です。 

保護者や地域の方々に信頼され、魅力ある学校づくりを推進するためには、校 

長が自校の学校経営について確かな展望を持ち、その具現化に向けて校内体制の 

整備や教育内容の工夫をしなければなりません。そのために学校経営マネジメン 

トサイクル（ＲＰＤＣＡ／※Ｐ９参照）を有効に機能させながら、学校経営の充 

実に取り組みます。 

  また、学校から保護者や地域の方々へは、めざす学校像や子ども像を丁寧に説 

明し、理解を求めるなどの情報発信に努め、開かれた学校づくりを推進します。 

合わせて、地域、学校それぞれの教育資源を互いに提供し合う双方向の連携にも 

努めます。 

今後、学校・家庭・地域が一体となった小中一貫教育を推進し、義務教育９年 

間を修了するに相応しい「生きる力」を育み、信頼され魅力ある学校づくりを進 

めます。 

 

６ 学校教育の重点 
 
『 義務教育９年間を通して「生きる力」を育む  
 

小中一貫教育の深化 』 
     

子どもを取り巻く環境の激しい変化に対応するためには、小中学校９年間を見 

通し小中一貫した教育を推進することが極めて重要です。さらに学校、家庭、地

域が協働した教育の展開も求められています。市内小中学校での小中一貫教育を

より深化させるために次の視点を定めます。  

 

○ 中学校区での「めざす子ども像」の共有 
     

中学校区でのめざす子ども像を小中学校で共有し、児童生徒の「生きる力」を

育成します。 

 

○ 義務教育９年間を見通した一貫した指導 
     

教育課程の編成、指導形態などの工夫改善や生徒指導、大志学の充実を図り、

義務教育９年間を見通した一貫した指導を行います。 

 

  ○ 子ども同士や教職員間の交流と協働による教育活動 
     

小中学生が互いに学び合う場と、教職員が協働して推進する教育活動を設定す 

るなど、交流と協働による教育活動を推進します。 
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○ 中学校区での学びを支えあう教育環境づくり 
     

中学校区を単位とし、学校、家庭、地域が連携して子どもの連続した学びを支

える教育環境づくりを推進します。 

 

 

７ 本年度の実践目標 
 
『中学校区ごとの教育計画の確立と新学習指導要領への対応』 
 

各小中学校の教育課程では、児童生徒や地域の実態に応じた中学校区での編成と

実践を一層進め、系統的・継続的な教育活動を展開します。 

また、２０２０年度（中学校は２０２１年度）完全実施となる新学習指導要領で

実施される、小学校外国語教育、プログラミング教育等についても、小中一貫教育

の視点を踏まえ、組織的、計画的な教育活動を推進するよう対応します。 

 

 

８ 実践への具体的手立て 
 
 
 
 
 
 

     

 

変化の激しい社会の中で、学校を取り巻く環境も大きく変化し、教育活動の複 

雑さが増しています。このような中で、学校教育の展開には、教職員間で教育課 

題を共有することが重要です。各学校がめざす目標の具現化や課題の解決のため 

に、教職員間でそれらを共通確認し、組織的な取組や対応をすることが必要です。

マネジメントサイクル（ＲＰＤＣＡ）によって、各学校の教育活動を評価・分 

析し、課題を焦点化するなどします（Ｒ～実態把握）。それらによって、教育課 

題の方向性を定め、具体的な取組を計画化します（Ｐ～計画）。北広島市の小中 

学校では、各月の学校づくりの指標を明らかにする「学校経営プログラム」を策 

定して計画の具体化を図っています。それらの計画を組織的、協働的に実践し、 

児童生徒の変容を促す取組を行います（Ｄ～実践）。これらの取組について達成 

状況を評価するなど教育活動や学校運営に関わる評価を行います（Ｃ～評価）。 

その評価に基づき、改善の方向性や改善策の策定をし、組織的な意思決定します 

（Ａ～改善）。 

このように学校が組織的に教育活動を展開するために、校長は学校経営ビジョ 

ンの策定を行い、その進行を管理し、適切に指示することによって学校改善に努 

めます。 
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マネジメントサイクル（ＲＰＤＣＡ）による 

学校経営ビジョンの策定と進行、評価、改善 

 



 

 

（１） 教育課程～９年間を見通した系統表と指導計画の実践と検証 
     

本市では、平成２１年度から２６年度、中学校区における小中の連携のあり方

を検討し、各校で検討委員会などを設け試行してきました。具体的には、小学校

６年生に対して卒業期に中学校教員による出前授業、部活動の体験入部、小中の

教員相互の授業交流等を実践してきました。 

平成２８年度から２９年度は、平成３０年度からの全市小中一貫教育導入を見

据えキャリア教育の全体計画・指導計画の整備、教科系統表の作成、中学校区に

おける９年間を見通した子ども像の確立、系統性・連続性を重視した指導計画の

作成（大志学、算数・数学科等）、中学校区ごとの標準学力検査(ＮＲＴ)や全国学

力・学習状況調査等の結果から改善プランを共有する等の実践が進みました。 

そして、平成３０年度、小中一貫教育導入初年度、各中学校区において小中一

貫教育推進組織の合同会議が定例化し、合同の授業交流研修も活発に取り組まれ

ました。各中学校区での英語科、数学科、図工、音楽等の工夫された乗り入れ授

業や小中合同体力テスト等の実践も積み上げられてきています。中学校区ごとの

各種学力調査の分析による学力向上の対策も共有化が図られ、それが今年度の全

国学力・学習状況調査の結果（市内小中共各教科総合～全国平均を上回る）に表

れています。 

また、各中学校区において、系統性・連続性を重視し５教科における指導計画

が整備されました。この各教科における指導計画は、小中一貫教育の基礎、土台

となるもの、小中９年間を一つのまとまりとして、子どもの発達段階に応じた指

導の手引きとなるものです。今年度は、さらに系統表の活用を進め、全ての教科

の指導計画を作成し、実践、検証を進めます。 

 

（２） 授業改善～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 
     

日々の授業において、子どもたちが「知識・技能」だけでなく、「思考力・判

断力・表現力」や「学びに向かう力・人間性」など、これからの時代に求められ

る資質・能力を身に付けられるよう教員が変容を見取ることが大切です。そのた

めの、主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点は、「何ができ

るようになるか」という子ども達に必要な資質を育成するため「何を学ぶか」と

いう学習内容と「どのように学ぶか」という学びの過程を組み立てていくことに

あります。これは、形式的に対話を取り入れた授業や特定の指導の型を目指した

技術の改善にとどまらず、一人ひとりの個性に応じた多様で質の高い学びを引き

出すことを意図するものです。そのためには、教員相互に学習の在り方そのもの

を問い直し、主体的、対話的で深い学びの実現のための授業改善の視点を共有す

ることが重要です。 

《 主体的、対話的で深い学びの視点からの授業改善のポイント 》 

   主体的学びの実現～ 見通しを持たせる 振り返りの場面を工夫する 

   対話的学びの実現～ 学び合いの充実を図る 思考を深めるための手立てを 

             工夫する 

    深い学びの実現 ～ 「見方・考え方」を働かせながら課題解決に向かう 

           授業づくり 
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（３） 道徳教育～道徳科の時間の充実と評価の実践と検証 
     

大きく変化する社会に向け、子どもたちが自立した人間として他者と共により

よく生きていくためには、学校教育全体を通じた道徳教育の充実を図り、協働し

て支え合おうとする心やよりよい人間関係を築く力を育むことが重要です。 

道徳科では、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的価値

についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的多角的に考え、自己の生き

方についての考える学習を通して、道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育て

る授業が求められています。そのために、学校は道徳的な課題を一人ひとりの子

どもが、自分自身の問題としてとらえ向き合う「考える道徳」「議論する道徳」

へと転換を図った授業を推し進めなければなりません。 

また、道徳科の評価についても、通知表を含め、評価の視点や方法などについ

て、学校内で研修を深め共通理解を図らなければなりません。また、評価のため

には、子どもの学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続して把握できるような

記録を計画的に蓄積する必要があります。道徳科の時間の充実と道徳科の評価の

実践・検証は、各学校とも、道徳教育推進教師を中心として推進します。 

 《 道徳科の評価の視点 》 

◎ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているか 

◎ 他者の考えにふれ、一面的な見方から多角的・多面的な見方へと発展してい

るか 

 

（４） 特別支援教育～組織的・計画的な特別支援教育の充実 
     

障がいのある子どもたち一人ひとりの状況に応じて、適切な指導や支援の手立

てを講じるためには、様々な障がいの特性について理解を深め、子どもの教育的

ニーズや保護者のニーズを把握した上で外部専門機関との連携を図るとともに、

学校全体で、組織的にかつきめ細やかに対応することが大切です。 

組織の機能を生かした支援体制を確立するために、特別支援教育コーディネー

ターが中心となり、教職員それぞれの役割を明確にし、見通しをもって全校体制

で取り組みます。さらに、特別支援教育コーディネーターや担任等は、子どもた

ち一人ひとりの状況に合わせた効果的な支援に結びつくよう、特別支援教育支援

員、特別支援学級介助員との連携を密にします。 

また、指導、支援の見通しを持つために、「個別の指導計画」「個別の教育支

援計画」を作成し、子どもの実態・指導・支援のねらいや手立て、関係機関との

連携のあり方などについて、教職員間で共通理解を図ります。 

 

 

（５） ＩＣＴ活用～ＩＣＴを活用したわかる授業の推進と校務支援システムの活用 
     

学校のＩＣＴ環境の整備が進み、電子黒板や実物投影機はもとより、小学校 

のタブレット型パソコンや小中学校のデジタル教科書の使用が可能になってお

り、今後ますますＩＣＴの効果的な活用が重要となります。学習指導でのＩＣ 
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Ｔ活用は、個別指導やグループ別指導など、指導方法や指導体制の工夫や改善と

ともに教育効果が期待できる指導の一つです。ＩＣＴを活用した授業では、「児

童生徒が意欲的に学習に取り組める」、「楽しく学習できる」と８割を越えて回

答している全国調査もあります。 

    市内の各学校ではすでに日常的に、積極的に活用されてきていますが、今後

は効果的な活用場面を意識することで、より一層、わかる授業を実践すること

ができます。大きな教育効果を期待できるＩＣＴですが、その活用について

は、さらに効果的な活用場面の実践・検証を進め、実践例の紹介や研修会の実

施などを行い教職員の授業実践力の向上と改善に努めます。 

    また、教育活動の質を改善するために、校務支援システム等も積極的に活用

します。 

     

（６） キャリア教育～「きたひろ夢ノート」の活用と大志学の充実 
 

「キャリア教育」とは、「子どもたち一人ひとりの社会的・職業的自立」に向

けて、必要な基盤となる能力や態度を育てること通して、キャリア発達をうなが

す教育です。新学習指導要領では、学級活動において、「一人ひとりのキャリア

形成と自己実現」が新たに設けられました。このため、学級活動の指導において

学習や生活の見通しを立て、学んだことをふりかえりながら、新たな学習や生活

の意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行うことが必要です。

こうした活動を行うに当たっては、子どもが活動を記録し蓄積する教材（キャリ

アノート）を活用すると大きな効果があるといわれています。このキャリアノー

トにあたるのが、本市の「きたひろ夢ノート」です。きたひろ夢ノートはこれま

で各学校での実践を通して、活用や指導場面の工夫について検証してきました

が、一層の活用と実践を積み重ねるとともに、保護者・地域への理解と連携を進

めます。 

本市においてはキャリア教育を大志学として位置づけ、各中学校区で児童生徒

の実態に応じたキャリア教育の指導計画を立案しています。小中教員の共通した

理解のもと、９年間の発達段階を踏まえながら、子どもたちに身に付けさせたい

能力や態度を明確にして取組の充実を図っていきます。 

また本市は昨年度、北海道日本ハムファイターズとパートナー協定を締結し小

中一貫教育における大志学授業に関連した活動協力を得ることとなりました。こ

のことを含め各学校は、地域・関係諸団体と連携した取組を積極的に進めます。 

 
 
（７） 生徒指導～いじめ、不登校の未然防止と中学校区スタンダードの徹底 

     

いじめ防止の対策に当たっては、市、各校のいじめ防止基本方針について、全

教職員で共通理解を図り、いじめの未然防止、早期発見、早期対応の取組を推進

するとともに、家庭や地域と連携しながら、取組の充実に努めます。 
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また、不登校の未然防止を図るために人間関係を築く力を育み、自己有用感・

自己存在感を高める学級づくり、授業づくりを進めます。不登校児童生徒への支

援に当たっては、初期の対応、継続している場合といった児童生徒の状況に応

じ、家庭・関係機関と連携を図りながら、組織的・計画的な支援を日常的に行い

ます。 

３カ年を経過した中学校区スタンダードについては、さらに子どもたちの意識

化が日常的に進むように、評価・検証をもとに、取組の見直し、工夫を図り、家

庭や地域への発信を含め、家庭・地域と連携を図った取組を推進します。 

 

（８） 協働～家庭、地域との連携から協働へ 
     

子どもたちの「生きる力」は地域や社会の多様な人々と関わる中で育まれるも

のであり、地域の未来を支える子どもたちを育成するためには、学校種の特性や

地域の実態を踏まえ、家庭や地域との連携・協働体制を構築していく必要があり

ます。全市小中一貫教育の導入により、中学校区で育てたい子ども像が明確とな

ってきており、子どもの学習習慣、生活習慣の確立について、家庭・地域と協働

し子どもを共に育む取組が進んできています。 

昨年度の全国学力・学習状況調査においても家庭学習時間、スマートフォン、

ＴＶゲームの約束について、例年通り、全国比により問題が見られました。も

う、学校や家庭単独では課題解決において難しい段階となっています。 

地域の子どもは、学校、地域と家庭が一体となって育てることが重要です。そ

のために、連携から協働へ一段階進め、学校・家庭・地域が教育の当事者として

学校運営や子どもたちの教育活動に積極的に、主体的に参画することが、今、求

められています。 

今後とも、教育資源の活用やボランティア活動などを進め、さらに中学校区に

おける学習習慣や生活習慣の確立についても、学校・地域・家庭が一体となり取

り組む教育活動を推進していきます。 

 

 

（９） 資質向上～中学校区での授業交流と合同研修の実施と工夫 
     

教職員には、日々の教育実践や自己の研鑽により、絶えず自らの資質・能力の

向上に努めることが求められています。さらに、実践的な研修や自らの研究を通

して、教育のプロとしての力量の向上に努めなければなりません。 

また、小中一貫教育に取り組む本市では、各中学校区における「９年間で育む

子ども像」を共有し、教育課題の解決に向けて、小中学校がそれぞれの役割をし

っかりと果たすとともに、互いの教育内容や指導方法について理解を深めること

が必要です。今年度も、中学校区では昨年度の実践を踏まえ、研修や会議の持ち

方に工夫を加え、中学校区全教職員による合同研修と中学校区の小中一貫教育推

進会議を定期的に開催します。 
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（10） 今日的課題～小学校外国語教育の実践と 

プログラミング教育の準備・計画 

 

今日的な教育課題として、２０２０年度からの小学校における高学年の外国語

科・中学年の外国語活動、及びプログラミング教育の全面実施があります。 

すでに、小学校の外国語教育は移行措置がとられており、小学校では計画的に

外国語科、外国語活動の実践が進んでおり、中学校でも小学校との接続を意識し

た外国語科（英語科）の指導計画が進んでいます。外国語教育に関しては、今年

度は、全面実施に伴う時数増への対応、外国語科における小中一貫した年間指導

計画の整備と実践を進めます。 

プログラミング教育については、文部科学省より「小学校プログラミング教育

の手引き」の改定（第二版）で全面実施前の指導内容が示されました。新学習指

導要領の中で示されている、プログラミング的思考の育成の趣旨を理解し、各教

科等における指導内容との関連を図りながら実践を進めなければなりません。そ

の実践を進めながら、先の手引きにある指導内容、指導分類等をしっかりとらえ

見通しをもって、次年度からの指導計画の位置付けを図っていきます。 

外国語教育、プログラミング教育は、小学校において２０２０年度を見据えた

取組となりますが、本市では、各教科同様、小中一貫教育の視点に立って、小中

の指導の系統性、連続性を踏まえ、中学校区で準備、取組を進めます。 
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９ 実践への具体的手立てと達成目標 
 

成果指標 指標の概要 達成目標 

(1)教育課程 

９年間を見通し

た系統表と指導

計画の実践と検

証 

○学校対象アンケート 

・「中学校区で、系統表及び指導計画を活用した教

育活動を推進していますか。 

・「中学校区で各種調査の結果を踏まえ、共同で分

析し作成した改善プランを有効に活用していま

すか。」 

 

 

 

 ８０％ 

 

１００％（Ｈ３０ ９３％） 

 

 

(2)授業改善 

主体的・対話的

で深い学びの実

現に向けた授業

改善 

○児童生徒対象アンケート 

・「授業のはじめに、課題（めあて・ねらい）が示

されていますか。」 

 

・「授業の最後に、学習の内容を振り返る活動が行

われていますか。」 

 
○課題提示 
(当てはまる) 
小８０％（Ｈ３０ ６０％） 
中８０％（Ｈ３０ ７９％） 

○振り返り 
(当てはまる) 
小７０％（Ｈ３０ ５３％） 
中７０％（Ｈ３０ ５０％） 

○学校対象アンケート 

・「主体的・対話的で深い学びの実現に向け、日々

の授業改善を進めていますか。」 

 

 

 ８０％ 

(3)道徳教育 

道徳科の時間の

充実と評価の実

践と検証 

○児童生徒対象アンケート 

・「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級

やグループで話し合ったりする活動に取り組ん

でいますか。」 

 

（当てはまる、やや当てはまる） 

 ９０％（Ｈ３０ ９５％） 

(当てはまる) 

８０％ 

○学校対象アンケート 

・「考え、議論する道徳」に向けた授業改善を進め

ていますか。」 

・「道徳科の評価について、共通理解を図り、実践

検証を進めていますか。」 

 

 

 

９０％ 

 

９０％ 

(4)特別支援教育 

組織的・計画的

な特別支援教育

の充実 

○学校対象アンケート 

・「一人ひとりの状況に合わせた支援のために特別

支援教育支援員、特別支援学級介助員との連携

を図っていますか。」 

・「個別の指導計画、個別の教育支援計画を活用し

支援のねらい等共通理解を図っていますか。」 

 

 

 

１００％ 

 

１００％ 

－１５－ 



 

 

成果指標 指標の概要 達成目標 

(5)ICT 活用 
ICT を活用した
わかる授業の推
進と校務支援シ
ステムの活用 

○児童生徒対象アンケート 
・「電子黒板、タブレット、実物投影機など ICT 機
器を活用した授業が行われていますか。」 

 

１００％（Ｈ３０ ９６％） 

○学校対象アンケート 
・「ＩＣＴを効果的に活用した、わかる授業を日常
的に実践していますか」 

 
１００％（Ｈ３０ １００％） 

・「校務支援システムを、積極的に活用しています
か。」 

 ８０％ 

(6)キャリア教育 
｢きたひろ夢ノー
ト｣の活用と大志

学 の充実 

○児童生徒対象アンケート 
・「夢ノートなどを通して、将来の夢や目標を持っ
ていますか。」 

 
小９０％（Ｈ３０ ９０％） 
中８０％（Ｈ３０ ８２％） 

○学校対象アンケート 
・「夢ノートの有効的な活用、及び保護者、地域へ
の夢ノートの啓発が図られていますか。」 

 
  
９０％ 

(7)生徒指導 
いじめ、不登校
の未然防止と中
学校区スタンダ
ードの徹底 

○児童生徒対象アンケート 
・「スタンダードを意識した生活を送っています
か。」 

 
９０％（Ｈ３０ ７６％） 

○学校対象アンケート 
・「いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に
進めていますか。」 

・「スタンダードの家庭・地域への理解、及び児童
生徒の意識化を図っていますか。」 

 
 
１００％ 
 
１００％ 

(8)協 働 
家庭・地域との
連携から協働へ 

○児童生徒対象アンケート 
・「家族とスマートフォン、テレビ、ゲームなどの
使い方や見方、やり方について約束をしていま

すか。」 
・「家庭学習について、小学校６年生は１時間以
上、中学校３年生は１時間３０分以上していま
すか。」 

 
 

９０％（Ｈ３０ ７２％） 

 
小９０％（Ｈ３０ ６７％） 

中９０％（Ｈ３０ ７３％） 

(9)資質向上 
中学校区での授
業交流と合同研
修の実施と工夫 

○学校対象アンケート 
・「中学校区内で合同の授業交流・研修を行ってい
ますか。」（回数、内容も調査） 

・「中学校区で小中一貫教育推進組織の合同会議を
持っていますか。」（回数、内容も調査） 

 
１００％（Ｈ３０ １００％） 
 
１００％（Ｈ３０ １００％） 
 

(10)今日的課題 
 小学校外国語教育 
の実践とプログラ 
ミング教育の準備 
・計画 

○学校対象アンケート 
・「中学校区内で、外国語教育の接続について話し
合いを進めていますか。」 

・「プログラミング教育の実践、検証と年間指導計
画への位置付けが図られましたか。」 

 
 
１００％（Ｈ３０ ８７％） 

 

１００％ 
 

※児童生徒対象アンケートは、小学校６年生、中学校３年生全員を対象とする。 
※アンケートは１０月～１１月に実施する。 

－１６－ 
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